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2142番地

令
和
７
年
度
に
発
表
し
た
病
害

虫
発
生
予
察
情
報
は
、
予
報
６
報
、

月
報
８
報
、
注
意
報
４
報
、特
殊
報

２
報
、
地
区
報
６
報
（
地
区
注
意
報

４
、
病
害
虫
情
報
２
）
で
あ
る（
令

和
８
年
３
月
１
日
時
点
）。

本
稿
で
は
、
そ
れ
ら
の
う
ち
、注

意
報
、
特
殊
報
お
よ
び
地
区
報（
注

意
報
）
の
中
か
ら
主
だ
っ
た
６
報

に
つ
い
て
解
説
す
る
。

■
注
意
報
■

○
令
和
７
年
５
月
29
日
発
表

第
１
号
　
コ
ム
ギ
赤
か
び
病

※
昨
年
度
も
注
意
報
が
発
出
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
時
期
は
多
発
生

が
危
ぶ
ま
れ
る
こ
と
が
多
い

【
根
拠
】

「
コ
ム
ギ
赤
か
び
病
感
染
予
測
シ

ス
テ
ム
」
に
よ
り
、
感
染
に
好
適
な

条
件
日
が
出
現
し
、実
際
に
北
信
地

域
で
初
期
病
徴（
図
１
）が
確
認
さ

れ
た
こ
と
、凍
霜
害
が
発
生
し
た
ほ

場
が
あ
り
、赤
か
び
病
に
感
染
し
や

す
い
条
件
で
あ
っ
た
こ
と
、気
象
庁

の
予
報
で
気
温
が
高
く
、降
水
量
は

多
く
な
る
見
込
み
で
あ
り
、赤
か
び

病
の
感
染
に
適
し
た
気
象
条
件
が

続
く
と
予
想
さ
れ
た
こ
と
、以
上
か

ら
発
出
に
至
っ
た
。

【
防
除
対
策
と
留
意
点
】

開
花
期
か
ら
２
週
間
程
度
が
感

染
し
や
す
く
、
曇
雨
天
が
続
く
と

多
発
す
る
の
で
、
防
除
を
行
っ
て

い
な
い
場
合
は
直
ち
に
防
除
を
実

施
す
る
。
ま
た
、
開
花
期
に
防
除

を
行
っ
て
い
て
も
、
そ
の
後
降
雨

が
続
く
よ
う
で
あ
れ
ば
、
追
加
防

除
を
行
う
。

凍
霜
害
が
み
ら
れ
る
ほ
場
で
は

傷
口
か
ら
感
染
し
や
す
く
、
ま
た

生
育
が
不
揃
い
な
ほ
場
で
は
感
染

し
や
す
い
ス
テ
ー
ジ
の
穂
が
存
在

す
る
た
め
注
意
す
る
。
収
穫
期
が

降
雨
の
多
い
時
期
に
当
た
る
た

め
、
降
雨
に
よ
り
発
病
が
助
長
さ

れ
な
い
よ
う
適
期
に
収
穫
す
る
。

収
穫
後
の
穂
は
水
分
を
含
み
病
原

菌
が
増
殖
し
や
す
い
た
め
、
収
穫

後
は
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
乾
燥

さ
せ
る
。

○
令
和
７
年
７
月
14
日
発
表

第
２
号

　
斑
点
米
の
原
因
と
な
る

カ
メ
ム
シ
類

※
上
田
地
域
で
は
特
に
多
く
の

カ
メ
ム
シ
類
が
捕
獲
さ
れ
た

令
和
７
年
度
に
発
表
し
た

病
害
虫
発
生
予
察
情
報
に
つ
い
て

農
業
試
験
場
病
害
虫
防
除
部
　
主
幹
　
内
津
政
直

し
、
生
育
が
不
良
と
な
る
障
害
が

発
生
し
た
。

名
古
屋
植
物
防
疫
所
に
同
定
を

依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
本
県
で
の
発

生
は
初
め
て
と
な
る「
カ
―

ネ
ー

シ
ョ
ン
べ
と
病
」と
確
認
さ
れ
た
。

【
病
徴
と
被
害
】

罹
病
株
は
、
葉
に
輪
郭
が
不
明

瞭
な
黄
斑
が
生
じ
、
生
育
不
良
と

な
る
。
多
湿
環
境
で
は
、
病
斑
上

に
白
色
か
ら
灰
褐
色
の
霜
状
の
カ

ビ
を
生
じ
る
。
生
育
初
期
か
ら
罹

病
し
た
株
は
、節
間
が
詰
ま
り
、草

丈
が
伸
び
ず
、
健
全
株
と
比
較
し

て
著
し
く
生
育
が
悪
く
な
る
。

【
防
除
対
策
】

ま
ず
は
無
病
苗
を
用
い
る
こ

と
。
海
外
で
は
広
く
分
布
し
て
い

る
た
め
、
輸
入
苗
を
使
用
す
る
場

合
は
注
意
す
る
。
発
病
が
疑
わ
れ

る
株
は
抜
き
取
り
、
ほ
場
外
に
搬

出
し
て
、焼
却
す
る
な
ど
、適
切
に

処
分
す
る
。
本
病
に
は
登
録
の
あ

る
農
薬
が
あ
る
の
で
、
使
用
基
準

を
遵
守
し
て
利
用
す
る
。

○
令
和
７
年
11
月
６
日
発
表

第
２
号
　
チ
ュ
ウ
ゴ
ク
ア
ミ
ガ
サ

ハ
ゴ
ロ
モ

※
平
成
29
年
の
国
内
初
発
生
以

降
し
ば
ら
く
報
告
が
な
か
っ
た

が
、
一
昨
年
か
ら
全
国
各
地
で
急

激
に
特
殊
報
が
出
さ
れ
始
め
た

【
発
生
確
認
経
過
】

10
月
に
北
信
地
域
か
ら
、
本
種

と
疑
わ
し
い
種
不
明
の
ハ
ゴ
ロ
モ

類
の
目
撃
情
報
が
寄
せ
ら
れ
た
。

現
地
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
民
家

の
庭
先
に
植
栽
さ
れ
た
い
ち
じ
く

へ
の
着
生
を
確
認
し
、
そ
の
後
栽

培
り
ん
ご
園
で
も
成
虫
と
産
卵
痕

を
確
認
し
た
。

名
古
屋
植
物
防
疫
所
で
同
定
し

た
結
果
、「
チ
ュ
ウ
ゴ
ク
ア
ミ
ガ
サ

ハ
ゴ
ロ
モ
」と
確
認
さ
れ
た
。

【
形
態
】

成
虫
の
体
長
は
15
㎜
前
後
で
あ

る
。
翅
の
幅
が
先
の
方
へ
行
く
ほ

ど
広
が
る
た
め
、
体
型
は
三
角
形

状
で
あ
る
。
前
翅
の
色
は
暗
い
灰

褐
色
か
ら
鉄
さ
び
色
ま
で
や
や
変

異
が
あ
る
。
前
翅
の
前
縁
中
央
付

近
に
小
さ
な
三
角
形
の
白
斑
が

存
在
す
る
の
が
特
徴
で
あ
る（
図

３
）。
在
来
の
ア
ミ
ガ
サ
ハ
ゴ
ロ

モ
は
こ
の
白
斑
が
楕
円
状
で
あ
る

た
め
、
両
者
を
見
分
け
る
一
つ
の

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

幼
虫
は
白
色
で
、
腹
部
か
ら
背

中
周
り
に
白
い
糸
状
の
蝋
物
質
の

束
が
広
が
っ
て
い
る
。

【
生
態
と
被
害
】

発
出
時
点
で
は
情
報
が
不
足
し

て
い
た
が
、
そ
の
後
明
ら
か
に
な

っ
て
き
た
こ
と
も
含
め
て
生
態
を

以
下
に
記
述
す
る
。

食
性
は
幅
広
く
り
ん
ご
、な
し
、

も
も
、ぶ
ど
う
、か
き
等
の
果
樹
に

加
え
街
路
樹
や
庭
木
に
も
着
生
す

る
。国

内
で
は
年
２
化
生
で
あ
る
。

卵
の
状
態
で
越
冬
し
、
６
～
７
月

お
よ
び
９
～
12
月
に
羽
化
す
る
。

産
卵
は
直
径
10
㎜
以
下
の
新
梢

な
ど
の
細
い
枝
を
好
ん
で
行
う
。

卵
は
枝
に
１
列
に
産
み
つ
け
ら

れ
、
マ
ッ
ト
状
の
白
い
毛
状
の
蝋

物
質
で
覆
わ
れ
る
。

被
害
で
あ
る
が
、
成
虫
お
よ
び

幼
虫
が
枝
か
ら
樹
液
を
吸
汁
す

る
。
発
生
が
多
い
と
排
せ
つ
物
に

よ
る
す
す
病
が
発
生
す
る
。
雌
成

虫
が
、
寄
主
植
物
の
枝
の
樹
皮
を

裂
い
て
多
数
の
卵
を
列
状
に
産
卵

す
る
た
め
、
枝
の
細
胞
組
織
が
損

傷
を
受
け
て
植
物
体
が
衰
弱
す

る
。
細
い
枝
は
そ
れ
に
よ
り
枯
死

す
る
可
能
性
も
あ
る
。

【
防
除
対
策
】

本
種
を
対
象
に
し
た
登
録
農
薬

は
な
い
。
産
卵
痕
が
あ
る
枝
を
見

つ
け
た
ら
切
除
し
て
ほ
場
外
で
埋

設
す
る
な
ど
、
耕
種
的
防
除
を
実

施
す
る
。

■
地
区
報
■

○
令
和
７
年
７
月
31
日
発
表

第
３
号

　
果
樹
シ
ン
ク
イ
ム
シ
類

※
多
い
と
こ
ろ
で
は
平
年
の
約

20
倍
の
フ
ェ
ロ
モ
ン
ト
ラ
ッ
プ
へ

の
誘
殺
が
あ
っ
た

【
経
過
】

６
月
か
ら
７
月
に
か
け
、
北
信

地
域
に
設
置
さ
れ
た
複
数
の
モ
モ

シ
ン
ク
イ
ガ
の
フ
ェ
ロ
モ
ン
ト

ラ
ッ
プ
、
ま
た
東
信
お
よ
び
北
信

地
域
に
設
置
さ
れ
た
ス
モ
モ
ヒ
メ

シ
ン
ク
イ
の
フ
ェ
ロ
モ
ン
ト
ラ
ッ

プ
に
お
い
て
、
越
冬
世
代
成
虫
が

平
年
と
比
べ
て
か
な
り
多
く
誘
殺

さ
れ
た
。
り
ん
ご
や
も
も
で
実
際

に
果
実
被
害
が
散
見
さ
れ
た
こ
と

と
、
後
代
幼
虫
に
よ
る
果
実
へ
の

食
入
被
害
が
拡
大
・
多
発
す
る
恐

れ
が
懸
念
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
東

北
信
地
域
の
り
ん
ご
、も
も
、す
も

も
等
の
バ
ラ
科
果
樹
栽
培
地
対
象

に
地
区
注
意
報
を
発
出
し
た
。

○
令
和
７
年
８
月
18
日
発
表

第
５
号
　
ト
マ
ト
キ
バ
ガ

※
本
種
は
侵
入
警
戒
有
害
動
物

に
指
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
発
生

に
は
特
に
警
戒
を
要
す
る

【
経
過
】

日
本
で
は
令
和
３
年
に
初
め
て

確
認
さ
れ
、
長
野
県
で
は
令
和
６

年
に
侵
入
を
確
認
し
た
。

本
種
に
対
し
て
は
、４
月
30
日
に

地
区
報
第
１
号（
病
害
虫
情
報
）を

ト
マ
ト
、
な
す
、
ピ
ー
マ
ン
に
対
し

て
発
信
し
て
い
た
。
４
月
下
旬
に

南
信
、北
信
地
域
の
フ
ェ
ロ
モ
ン
ト

ラ
ッ
プ
に
誘
殺
さ
れ
た
た
め
で
あ

る
。
そ
の
後
沈
静
化
し
て
い
た
が
、

８
月
に
入
り
、
同
じ
く
南
信
、北
信

で
誘
殺
数
が
急
増
し
、南
信
で
は
ト

マ
ト
果
実
に
被
害
も
確
認
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、南
信
地
域
の

ト
マ
ト
、ミ
ニ
ト
マ
ト
対
象
に
地
区

注
意
報
を
発
出
し
た
。

こ
こ
ま
で
記
載
し
た
も
の
以
外

に
は
、
発
表
順
に
、
果
樹
カ
メ
ム
シ

類（
地
区
報
第
２
号（
注
意
報
））、イ

ネ
い
も
ち
病（
注
意
報
第
３
号
）、

ク
ロ
ゲ
ハ
ナ
ア
ザ
ミ
ウ
マ（
地
区
報

第
４
号（
病
害
虫
情
報
））、ハ
ス
モ

ン
ヨ
ト
ウ（
注
意
報
第
４
号
）、ト
マ

ト
黄
化
葉
巻
病
お
よ
び
タ
バ
コ
コ

ナ
ジ
ラ
ミ（
地
区
報
第
６
号（
注
意

報
））お
よ
び
月
々
の
予
報
、月
報
が

あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
病
害

虫
防
除
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
き
た
い
。

【
根
拠
】

６
月
下
旬
に
す
く
い
取
り
調
査

を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
80
％
を
超

え
る
地
点
で
斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類

（
図
２
）
の
捕
獲
を
記
録
し
た（
平

年
約
55
％
）こ
と
、７
月
下
旬
の
す

く
い
取
り
調
査
に
お
い
て
、
斑
点

米
カ
メ
ム
シ
類
の
１
地
点
当
た
り

の
捕
獲
頭
数
が
６
・
１
頭（
平
年

１
・
１
頭
）
と
多
か
っ
た
こ
と
、
さ

ら
に
県
内
６
か
所
の
予
察
灯
の
う

ち
、
上
田
、
伊
那
、
須
坂
等
で
斑
点

米
カ
メ
ム
シ
類
誘
殺
頭
数
が
平
年

よ
り
大
幅
に
多
か
っ
た
こ
と
、
気

象
庁
の
１
か
月
予
報
で
は
晴
れ
の

日
が
多
く
気
温
が
高
め
で
、
斑
点

米
カ
メ
ム
シ
類
の
活
動
が
活
発
化

す
る
と
推
測
さ
れ
た
こ
と
、
な
ど

か
ら
発
出
に
至
っ
た
。

【
防
除
対
策
と
留
意
点
】

出
穂
の
早
い
品
種
は
被
害
を
受

け
や
す
い
た
め
、
注
意
が
必
要
で

あ
る
。
出
穂
前
後
の
畦
畔
の
草
刈

り
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
斑
点
米

カ
メ
ム
シ
類
を
水
田
内
に
追
い
や

る
こ
と
に
な
る
た
め
注
意
が
必
要

で
あ
る
。
ノ
ビ
エ
や
ホ
タ
ル
イ
と

い
っ
た
雑
草
が
斑
点
米
カ
メ
ム
シ

類
の
餌
と
な
る
た
め
、
水
田
内
の

除
草
を
し
っ
か
り
行
う
。
適
切
な

薬
剤
散
布
も
欠
か
せ
な
い
。
本
田

防
除
に
お
け
る
粉
剤
や
乳
剤
は
、

出
穂
後
10
日
目
を
目
安
に
実
施
す

る
。例
年
発
生
が
多
い
地
域
で
は
、

さ
ら
に
７
～
10
日
後
に
追
加
防
除

を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。

■
特
殊
報
■

○
令
和
７
年
６
月
４
日
発
表

第
１
号

　
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
べ
と
病

※
平
成
23
年
に
北
海
道
で
発
生

を
国
内
初
確
認
、
令
和
７
年
に
県

内
で
発
生
を
初
確
認
し
た

【
発
生
確
認
経
過
】

４
月
に
東
信
地
域
の
カ
ー
ネ
ー

シ
ョ
ン
栽
培
ほ
場
に
お
い
て
、
葉

に
輪
郭
が
不
明
瞭
な
黄
斑
が
発
生

図 ３　チュウゴクアミガサハゴロモの
成虫

図２　アカヒゲホソミドリカスミカメの成虫

図１　コムギ赤かび病の初期病徴
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海
の
温
暖
化

昨
年
の
夏
、
富
山
湾
に
面
す
る

防
波
堤
で
竿
を
振
っ
た
。
以
前
は

坊
主
に
な
る
こ
と
は
無
か
っ
た
の

だ
が
、
こ
こ
１
、
２
年
は
海
の
幸
に

恵
ま
れ
ず
、
浅
瀬
の
海
水
温
が
上

が
っ
て
い
る
の
が
気
に
な
っ
た
。

ふ
と
「
海
の
温
暖
化
」
を
調
べ
て

み
る
と
、
海
洋
の
熱
容
量
は
60
年

以
上
前
か
ら
上
昇
し
続
け
、
過
去

20
年
で
そ
の
上
昇
速
度
が
倍
増
し

て
い
る
と
の
こ
と
。
ま
た
、
地
球

の
余
剰
熱
（
到
達
す
る
太
陽
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
宇
宙
へ
逃
げ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
差
）
の
お
よ
そ
９
割
は
海

洋
に
吸
収
さ
れ
る
と
の
こ
と
。

水
は
「
温
め
に
く
く
、
冷
め
に
く

い
」
性
質
が
あ
る
。
広
大
な
海
洋

に
絶
え
間
な
く
膨
大
な
熱
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
蓄
え
ら
れ
続
け
て
い
る

こ
と
と
、
そ
の
熱
は
簡
単
に
は
逃

げ
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
む
し

ろ
海
洋
は
地
球
温
暖
化
の
中
心
的

存
在
と
す
ら
思
え
、「
大
気
の
温
暖

化
」
よ
り
も
ず
っ
と
深
刻
な
状
況

に
あ
る
気
が
し
た
。

海
洋
の
温
暖
化
は
、
内
陸
に
位

置
す
る
長
野
県
の
農
業
に
も
影
響

南
佐
久
地
域
の

夏
秋
イ
チ
ゴ
栽
培
に
お
け
る

天
敵
導
入
の
取
組
に
つ
い
て

■
背
景

南
佐
久
地
域
は
、
高
標
高
で
冷

涼
な
気
候
を
活
か
し
た
夏
秋
イ
チ

ゴ
栽
培
で
県
内
有
数
の
産
地
と
な

っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
近
年
は

夏
秋
期
が
高
温
で
推
移
す
る
年
が

多
く
、
害
虫
の
多
発
に
よ
り
果
実

被
害
が
深
刻
と
な
っ
て
い
る
。
特

に
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
対
策
が
課
題
で

あ
り
、
農
薬
散
布
回
数
増
加
に
よ

る
薬
剤
抵
抗
性
の
発
達
の
懸
念
に

よ
り
、
化
学
農
薬
に
頼
っ
た
防
除

に
限
界
を
感
じ
て
い
る
農
家
も
多

く
、
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

佐
久
農
業
農
村
支
援
セ
ン
タ
ー

小
海
支
所
で
は
、
夏
秋
イ
チ
ゴ
栽

を
及
ぼ
し
そ
う
だ
。
日
本
海
の
海

水
温
が
上
昇
す
れ
ば
大
気
に
供
給

さ
れ
る
水
蒸
気
量
が
増
加
し
、
今

年
の
よ
う
な
豪
雪
を
も
た
ら
す
要

因
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
太
平

洋
の
海
水
温
上
昇
に
伴
い
台
風
の

勢
力
が
増
し
、
台
風
の
進
路
に
も

変
化
が
生
じ
て
い
る
。

海
洋
と
大
気
の
温
暖
化
は
強
く

関
係
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
果
樹

の
開
花
前
進
に
伴
う「
遅
霜
へ
の

遭
遇
リ
ス
ク
」の
顕
在
化
や
、夏
の

高
温
に
よ
る
高
原
野
菜
の
品
質
低

下
、果
実
の
日
焼
け
の
恒
常
化
、秋

の
気
温
上
昇
に
伴
う
リ
ン
ゴ
の
着

色
不
良
や
害
虫
の
発
生
が
遅
く
ま

で
続
く
事
象
が
現
に
生
じ
て
い
る
。

長
野
県
で
の
持
続
的
な
農
業
の

実
現
に
向
け
、
農
業
関
係
試
験
場

で
は
様
々
な
温
暖
化
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
る
が
、
多
く
は
対
症
療

法
で
あ
る
。
広
大
な
海
洋
の
温
暖

化
を
想
う
と
、
そ
う
簡
単
に
は
温

暖
化
に
は
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
ら
れ

そ
う
も
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
よ

り
積
極
的
な
温
暖
化
防
止
対
策
に

力
を
入
れ
な
い
と
い
け
な
い
、
と

意
識
を
改
め
る
機
会
と
な
っ
た
。

（
木
偶
坊
）

ク
ワ
コ
ナ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ

○
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
の
特
徴

カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
は
カ
メ
ム
シ

目
に
属
す
る
昆
虫
で
、
雌
雄
の
成

虫
形
態
が
大
き
く
異
な
る
特
徴
を

も
つ
。
雌
は
卵
、幼
虫
、成
虫
と
い

う
発
育
段
階
を
た
ど
り
、
幼
虫
期

の
特
徴
を
そ
の
ま
ま
保
持
し
、
成

虫
に
な
っ
て
も
外
見
が
大
き
く
変

化
し
な
い
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、

雌
成
虫
は
翅
を
持
た
ず
、
頭
部
・

胸
部
・
腹
部
の
区
別
が
不
明
瞭
で

あ
る
。
一
方
、雄
は
、卵
、幼
虫
、蛹

に
相
当
す
る
形
態
を
経
て
成
虫
と

な
る
。
雄
成
虫
は
翅
が
あ
り
、
３

対
の
脚
、よ
く
発
達
し
た
触
角
、単

眼
を
有
す
る
。
成
虫
に
な
る
と
口

器
を
欠
き
、
摂
食
を
行
わ
な
い
。

カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
の
ふ
化
幼
虫

は
、
ふ
化
後
ま
も
な
く
寄
主
植
物

に
移
動
し
、植
物
体
に
定
着
す
る
。

定
着
後
は
長
い
口
針
を
植
物
組
織

に
差
し
込
み
吸
汁
す
る
。

ま
た
、
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
は
自

ら
ロ
ウ
物
質
を
分
泌
し
、
体
を
覆

う「
介
殻
」と
呼
ば
れ
る
被
覆
物
を

形
成
す
る
。
こ
の
構
造
は
卵
を
保

護
す
る
役
割
と
し
て
も
機
能
し
、

水
や
外
部
か
ら
の
刺
激
を
遮
断
す

る
た
め
、
防
除
が
困
難
に
な
る
要

因
と
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
有

袋
栽
培
の
果
樹
に
お
い
て
特
に
問

題
と
な
る
ク
ワ
コ
ナ
カ
イ
ガ
ラ
ム

シ
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

○
ク
ワ
コ
ナ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
に
よ

る
被
害

本
種
は
、
リ
ン
ゴ
、
ブ
ド
ウ
、
ナ

シ
、モ
モ
な
ど
、多
く
の
果
樹
を
加

害
す
る
重
要
害
虫
で
あ
る（
写
真

１
）。
本
種
は
果
実
、太
枝
の
切
り

口
、
新
梢
基
部
等
の
部
位
に
寄
生

す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
特

に
有
袋
栽
培
に
お
い
て
被
害
が
顕

著
と
な
る
。

本
種
は
多
量
の
排
泄
物
を
分
泌

し
、
こ
の
排
泄
物
上
に
は
雑
菌
が

繁
殖
し
や
す
く
、
そ
の
結
果
と
し

て
い
わ
ゆ
る「
す
す
病
」が
二
次
的

に
発
生
す
る
。
す
す
病
は
果
実
や

枝
等
の
寄
生
部
周
囲
の
表
面
を
黒

色
に
汚
染
し
、
果
実
へ
発
生
し
た

場
合
は
商
品
価
値
を
大
き
く
損
な

う
要
因
と
な
る
。
ま
た
、
幼
虫
が

果
面
を
吸
汁
す
る
こ
と
で
、
局
所

的
な
肥
大
異
常
や
果
皮
の
着
色
不

良
が
生
じ
、
外
観
品
質
を
著
し
く

低
下
さ
せ
る
。

○
発
生
生
態

本
種
は
卵
塊
で
越
冬
し
、
翌
年

５
月
上
～
中
旬
に
か
け
て
越
冬
世

代
が
ふ
化
す
る
。
６
月
下
旬
に
は

成
虫
が
出
現
し
、
産
卵
す
る
。
第

１
世
代
幼
虫
は
７
月
上
～
中
旬
、

第
２
世
代
幼
虫
は
８
月
中
下
旬
～

９
月
中
旬
に
発
生
す
る
。
こ
の
よ

う
に
平
地
で
は
年
３
回
の
発
生
で

あ
る
が
、
標
高
７
０
０
ｍ
以
上
の

地
域
で
は
年
２
回
発
生
に
と
ど
ま

る
例
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

○
防
除
方
法

本
種
は
卵
塊
で
越
冬
す
る
た

め
、
冬
季
に
行
う
粗
皮
削
り
は
越

冬
卵
を
物
理
的
に
除
去
で
き
、
本

種
の
防
除
と
し
て
有
効
で
あ
る
。

加
え
て
、
粗
皮
削
り
に
よ
っ
て
古

い
粗
皮
等
を
取
り
除
く
こ
と
で
、

薬
剤
が
直
接
虫
体
に
か
か
り
や
す

く
な
り
、
薬
剤
散
布
の
効
果
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う

に
、
粗
皮
削
り
は
越
冬
卵
の
削
減

と
薬
剤
散
布
効
果
の
向
上
の
両
面

か
ら
、
ク
ワ
コ
ナ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ

対
策
と
し
て
欠
か
せ
な
い
作
業
の

一
つ
で
あ
る
。

薬
剤
防
除
で
は
、若
齢
幼
虫（
ふ

化
直
後
）
が
最
も
効
果
が
高
い
た

め
、
越
冬
世
代
、
第
１
世
代
、
第
２

世
代
の
各
幼
虫
期
に
適
期
防
除
を

行
う
こ
と
が
基
本
と
な
る
。
し
か

し
、
世
代
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
発

生
の
長
期
化
や
発
育
ス
テ
ー
ジ
の

ば
ら
つ
き
が
生
じ
、
薬
剤
防
除
が

困
難
と
な
る
た
め
、
初
期
世
代
の

防
除
が
特
に
重
要
で
あ
る
。
ふ
化

時
期
は
地
域
や
品
種
、
標
高
な
ど

に
よ
り
異
な
る
た
め
、
両
面
テ
ー

プ
ト
ラ
ッ
プ（
写
真
２
）に
よ
る
発

生
期
の
的
確
な
確
認
が
必
要
で
あ

る
。薬

剤
防
除
に
は
有
機
リ
ン
剤
の

効
果
が
高
い
が
、
リ
ン
ゴ
で
は
生

理
落
果
を
助
長
す
る
場
合
が
あ
る

た
め
、
使
用
時
期
に
は
十
分
な
注

意
が
必
要
で
あ
る
。

※
農
薬
の
使
用
に
あ
た
っ
て

は
、
最
新
の
登
録
内
容
を
必
ず
確

認
す
る（

果
樹
試
験
場
　
宮
嵜
光
）

25
年
産
米
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ

日
本
穀
物
検
定
協
会
は
こ
の
た

び
、
２
０
２
５
年
産
米
の
食
味
ラ

ン
キ
ン
グ
を
発
表
し
ま
し
た
。

同
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
良
質
米
作

り
の
推
進
と
米
の
消
費
拡
大
に
役

立
て
る
た
め
、
昭
和
46
年
か
ら
始

ま
り
、今
年
が
55
回
目
で
し
た
。

ラ
ン
キ
ン
グ
の
対
象
に
な
っ
た

の
は
、１
４
４
産
地
品
種
で
、５
段

階
で
最
高
評
価
の「
特
Ａ
」に
格
付

け
さ
れ
た
の
は
、
前
年
よ
り
４
増

の
43
で
し
た
。
２
番
目
の
評
価
の

「
Ａ
」
を
獲
得
し
た
の
は
、
前
年
よ

り
５
減
の
71
で
し
た
。

長
野
県
内
は
す
べ
て
こ
し
ひ
か

り
の
審
査
で
、北
信
と
東
信
が「
特

Ａ
」で
、中
信
と
南
信
が「
Ａ
」で
し

た
。

（
信
州
の
農
業
事
務
局
）

ト

ピ

ッ

ク

害

虫

の

は

な

し

培
に
お
け
る
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
対
策

に
つ
い
て
活
動
を
展
開
す
る
な
か

で
、
令
和
５
年
か
ら
天
敵
資
材
の

ス
ワ
ル
ス
キ
ー
カ
ブ
リ
ダ
ニ
導
入

に
よ
る
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
防
除
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

■
夏
秋
イ
チ
ゴ
栽
培
に
お
け
る
天

敵
資
材
導
入
に
向
け
た
活
動

地
域
に
は
、
過
去
に
ハ
ダ
ニ
対

策
等
で
天
敵
を
導
入
し
た
方
も
い

た
が
、「
以
前
試
し
た
際
、
効
果
が

よ
く
分
か
ら
ず
、
結
局
農
薬
を
ま

い
て
し
ま
っ
た
」「
放
飼
時
期
や
作

業
が
難
し
い
」な
ど
、天
敵
の
扱
い

に
対
し
て
難
し
い
印
象
が
あ
り
、

効
果
に
つ
い
て
半
信
半
疑
で
あ
る

こ
と
が
窺
わ
れ
た
。

そ
こ
で
、
南
佐
久
地
域
の
夏
秋

イ
チ
ゴ
栽
培
に
お
け
る
天
敵
放
飼

時
期
の
検
討
及
び
導
入
効
果
の
検

証
を
行
い
、
天
敵
資
材
を
活
用
し

た
化
学
農
薬
に
依
存
し
な
い
防
除

体
系
の
確
立
を
目
的
に
、
令
和
５

年
か
ら
７
年
に
か
け
て
３
カ
年
試

験
を
実
施
し
た
。
試
験
に
あ
た
っ

て
は
、
定
期
的
な
調
査
や
巡
回
を

行
っ
た
。

令
和
５
年
は
、
南
牧
村
大
型
鉄

骨
ハ
ウ
ス
に
お
い
て
試
験
を
実
施

し
、
４
月
下
旬
と
６
月
下
旬
の
２

回
放
飼
を
行
っ
た
結
果
、
８
月
上

旬
ま
で
ア
ザ
ミ
ウ
マ
が
低
密
度
で

推
移
し
た
。
ま
た
、
薬
剤
散
布
回

数
に
つ
い
て
も
慣
行
区
よ
り
半
減

し
た
。
課
題
と
し
て
は
、
現
地
で

普
及
し
て
お
り
、
よ
り
高
温
環
境

が
予
想
さ
れ
る
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
で

の
試
験
実
施
、
天
敵
の
放
飼
適
期

の
更
な
る
検
討
等
が
挙
げ
ら
れ
た
。

令
和
６
年
、７
年
の
試
験
で
は
、

南
牧
村
の
ほ
か
川
上
村
で
も
試
験

を
実
施
し
た
。
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス

栽
培
環
境
に
お
け
る
試
験（
川
上

村
）、天
敵
放
飼
適
期
の
検
討
と
し

て
８
月
上
旬
放
飼
の
効
果（
南
牧

村
）
、
ハ
ウ
ス
環
境
の
検
討（
南
牧

村
、川
上
村
）を
行
っ
た
。
い
ず
れ

の
試
験
に
お
い
て
も
、
ア
ザ
ミ
ウ

マ
類
が
問
題
と
な
っ
て
く
る
８
月

上
旬
以
降
に
天
敵
頭
数
が
低
下

し
、
ア
ザ
ミ
ウ
マ
の
密
度
が
高
く

推
移
し
た
。
天
敵
頭
数
低
下
に
つ

い
て
は
、
気
温
・
湿
度
等
の
ハ
ウ

ス
内
環
境
が
天
敵
の
増
え
る
環
境

に
適
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
考

え
ら
れ
た
。

試
験
結
果
に
つ
い
て
は
、
支
援

セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
南
佐
久
地

域
の
夏
秋
イ
チ
ゴ
研
修
会
に
お
い

て
農
家
へ
の
情
報
提
供
を
行
っ
た

ほ
か
、得
ら
れ
た
成
果
に
つ
い
て
、

「
南
佐
久
地
域
の
夏
秋
ど
り
イ
チ

ゴ
栽
培
に
お
け
る
天
敵
導
入
マ
ニ

ュ
ア
ル
」の
作
成
を
行
っ
た
。

■
今
後
の
課
題

導
入
農
家
か
ら
は
、
夏
場
の
防

除
回
数
を
削
減
で
き
る
た
め
今
後

も
続
け
た
い
と
前
向
き
な
声
を

い
た
だ
い
て
い
る
。
一
方
、
３
カ

年
試
験
を
行
う
な
か
で
、
ア
ザ
ミ

ウ
マ
類
が
特
に
問
題
と
な
る
８
月

以
降
の
天
敵
頭
数
の
維
持
が
難
し

く
、
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
地
域

へ
の
波
及
に
は
更
な
る
検
討
が
必

要
で
あ
り
、
引
き
続
き
関
係
機
関

と
協
力
し
て
支
援
し
て
い
き
た
い
。

（
佐
久
農
業
農
村
支
援
セ
ン
タ
ー

小
海
支
所
　
技
師
　
古
谷
仁
紀
）

写真１　クワコナカイガラムシ

写真２　両面テープトラップ

東京都中央区日本橋二丁目５番１号
ホームページ
お客様窓口 ～ 土日祝除く）

黒星病はもちろん、幅広い病気の予防に

雨に耐え、じっくり拡散！製剤技術も自慢です。
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普
及
に
移
す
農
業
技
術

令
和
７
年
度
は
雑
草
イ
ネ
に
対

す
る
除
草
剤
２
種
類
の
有
効
性
が

確
認
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
の
１
剤

に
つ
い
て
は
初
期
除
草
剤
と
し
て

一
般
雑
草
に
対
す
る
効
果
確
認
も

な
さ
れ
、
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
農

薬
情
報
と
し
て
公
表
さ
れ
た
。

水
稲
用
除
草
剤
（
初
期
剤
）

・
ス
タ
メ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
を
水
稲

移
植
直
後
～
ノ
ビ
エ
１
葉
期
に
処

理
す
る
こ
と
で
、
一
年
生
雑
草
お

よ
び
ホ
タ
ル
イ
に
対
し
て
防
除
が

可
能
で
あ
る
。

・
使
用
上
の
留
意
事
項
は
、「
農
作

物
病
害
虫
・
雑
草
防
除
基
準（
長

野
県
）
」
の
除
草
剤
の
使
用
方
法

（
初
期
除
草
剤
）
を
参
照
す
る
。

・
既
発
生
お
よ
び
後
発
の
ホ
タ
ル

イ
に
対
し
て
効
果
が
劣
る
た
め
、

り
ん
ご
高
密
植
栽
培
な
ど
栽
植

密
度
が
高
く
、
樹
幹
の
周
囲
、棚
栽

培
の
柱
ま
わ
り
や
外
周
等
の
雑
草

管
理
が
、
乗
用
草
刈
機
や
刈
払
機

で
は
難
し
い
栽
培
で
は
、
除
草
剤

を
使
用
す
る
機
会
が
増
え
て
い
る
。

除
草
剤
利
用
の
基
本

除
草
剤
の
効
果
を
得
る
に
は
、園

地
に
発
生
す
る
雑
草
の
種
類（
一
年

生
雑
草
、多
年
生
雑
草
等
）や
雑
草

の
生
育
ス
テ
ー
ジ
等
を
観
察
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
ラ
ベ

ル
に
記
載
さ
れ
て
い
る
登
録
内
容

（
作
物
名
、
使
用
量
、
使
用
方
法
、
使

用
時
期
等
）や
注
意
事
項（
展
着
剤

加
用
の
必
要
性
等
）を
確
認
し
、除

草
剤
の
特
性
を
把
握
す
る
。

雑
草
の
種
類
は
使
用
す
る
剤
や

使
用
濃
度
の
選
択
の
際
に
重
要
な

項
目
と
な
る
。
ま
た
、
降
雨
の
有

無
、
気
温
、
土
質
等
に
よ
り
、
効
果

に
差
が
現
れ
る
た
め
、
天
候
も
散

発
生
前
に
処
理
す
る
と
と
も
に
、

発
生
状
況
を
十
分
に
観
察
し
、
後

処
理
剤
は
ホ
タ
ル
イ
に
効
果
の
あ

る
除
草
剤
を
選
択
し
、
適
切
に
体

系
処
理
を
行
う
こ
と
。

・
水
産
動
植
物（
藻
類
）へ
影
響
を

及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
の
で
、河
川
、

養
殖
池
等
に
飛
散
、
流
入
し
な
い

よ
う
注
意
し
て
使
用
す
る
。ま
た
、

散
布
器
具
お
よ
び
容
器
の
洗
浄
水

は
、河
川
等
に
流
さ
な
い
ほ
か
、空

容
器
、
空
袋
等
は
水
産
動
植
物
に

影
響
を
与
え
な
い
よ
う
適
切
に
処

理
す
る
。

水
稲
用
除
草
剤（
雑
草
イ
ネ
防
除
）

・
雑
草
イ
ネ
に
対
し
て
、
ス
タ
メ

ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
を
雑
草
イ
ネ
発
生

前
に
処
理
す
る
こ
と
で
、
ま
た
ラ

オ
ウ
１
キ
ロ
粒
剤
を
雑
草
イ
ネ
発

生
前
～
発
生
始
に
処
理
す
る
こ
と

布
時
期
決
定
に
は
重
要
と
な
る
。

薬
剤
の
選
択

果
樹
園
の
除
草
剤
に
は
茎
葉
処

理
剤
と
土
壌
処
理
剤
が
利
用
さ
れ

て
い
る
。
茎
葉
処
理
剤
は
、
効
果

の
発
現
が
比
較
的
早
く
抑
草
期
間

が
短
い
と
い
う
特
徴
を
持
つ
が
、

葉
や
果
実
に
対
す
る
接
触
害
が
あ

る
た
め
、
散
布
時
に
は
薬
液
の
飛

散
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
土
壌

処
理
剤
は
茎
葉
処
理
剤
に
比
べ

て
、
効
果
の
発
現
が
遅
く
抑
草
期

間
が
長
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

茎
葉
処
理
剤
は
作
用
性
に
よ
り

「
接
触
型
茎
葉
処
理
剤
」
と「
吸
収

移
行
型
茎
葉
処
理
剤
」
に
分
け
ら

れ
る
。

「
吸
収
移
行
型
茎
葉
処
理
剤
」

は
、
雑
草
の
茎
葉
に
付
着
し
た
有

効
成
分
が
吸
収
移
行
し
、
根
を
含

め
て
雑
草
全
体
を
枯
ら
す
。
効
果

の
発
現
ま
で
は
７
～
14
日
程
度
か

か
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
比

較
的
、
効
果
発
現
の
早
い
剤
も
発

売
さ
れ
て
い
る
。
薬
液
は
土
壌
に

触
れ
る
と
不
活
性
化
す
る
た
め
、

根
か
ら
の
吸
収
に
よ
る
薬
害
は
起

こ
り
に
く
い
が
、
果
樹
の
茎
葉
や

ひ
こ
ば
え
に
付
着
す
る
と
吸
収
移

行
し
て
樹
に
影
響
が
出
る
こ
と
が

あ
る
の
で
、
茎
葉
や
ひ
こ
ば
え
に

飛
散
し
な
い
よ
う
、
散
布
ノ
ズ
ル

の
種
類
や
散
布
圧
は
注
意
が
必
要

で
あ
る
。

「
接
触
型
茎
葉
処
理
剤
」
は
、
基

本
的
に
薬
液
の
か
か
っ
た
部
分

し
か
枯
れ
な
い
の
で
、
根
は
生
き

残
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
た
め
、

土
手
等
の
土
壌
の
流
亡
や
崩
れ
を

起
こ
し
や
す
い
場
所
で
は「
接
触

型
茎
葉
処
理
剤
」
を
使
用
す
る
。

な
お
、樹
幹
周
辺
の
除
草
に
は「
接

触
型
茎
葉
処
理
剤
」
を
使
用
し
た

方
が
深
刻
な
薬
害
が
発
生
し
に
く

い
。
即
効
的
で
あ
り
、
早
い
も
の

で
は
散
布
翌
日
に
は
効
果
が
現
れ

る
。
効
果
を
高
め
る
た
め
に
は
、

日
照
の
少
な
い
曇
天
時
や
夕
方
に

器
の
洗
浄
水
は
、
河
川
等
に
流
さ

な
い
ほ
か
、空
容
器
、空
袋
等
は
水

産
動
植
物
に
影
響
を
与
え
な
い
よ

う
適
切
に
処
理
す
る
。

・
雑
草
イ
ネ
は
本
剤
だ
け
で
は
完

全
に
防
除
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
よ
っ
て
、
令
和
６
年
度
普
及

技
術「
雑
草
イ
ネ
の
出
芽
動
態
に

基
づ
く
代
か
き
前
の
湛
水
時
期
お

よ
び
代
か
き
に
よ
る
防
除
方
法
」

に
基
づ
い
て
適
切
に
代
か
き
を
実

施
す
る
ほ
か
、
雑
草
イ
ネ
に
対
し

て
効
果
の
あ
る
初
期
剤
、
初
中
期

剤
、
中
期
剤
を
組
み
合
わ
せ
た
３

回
の
体
系
防
除
を
適
切
に
行
う
な

ど
、平
成
24
年
度
普
及
技
術「
雑
草

イ
ネ
総
合
防
除
対
策
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
や
地
域
の
雑
草
イ
ネ
対
策
指

導
に
従
っ
た
総
合
的
な
対
策
を
実

施
す
る
。

除
草
剤
情
報
の
検
索

過
去
に
長
野
県
農
業
関
係
試
験

場
か
ら
発
表
さ
れ
た
除
草
剤
に
関

す
る
研
究
成
果
に
つ
い
て
は
、
５

年
前
ま
で
遡
っ
て
検
索
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。

長
野
県
農
業
関
係
試
験
場
の
ホ

使
用
す
る
と
と
も
に
、
雑
草
全
体

に
よ
く
か
か
る
よ
う
に
散
布
す
る
。

「
土
壌
処
理
剤
」
は
、
土
壌
表
面

に
処
理
層
を
作
っ
て
留
ま
り
、
発

芽
し
て
く
る
雑
草
に
作
用
し
、
抑

草
す
る
除
草
剤
で
あ
る
。
す
で
に

発
生
し
て
い
る
雑
草
へ
の
効
果
は

期
待
で
き
な
い
。
土
壌
中
に
残
留

す
る
期
間
が
長
い
も
の
が
多
く
、

効
果
の
持
続
期
間
も
長
い
。
果
樹

で
の
使
用
例
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な

い
が
、「
接
触
型
茎
葉
処
理
剤
」
と

組
み
合
わ
せ
て
ほ
場
の
周
縁
等
を

長
期
間
抑
草
し
た
い
場
合
に
有
効

で
あ
る
。使
用
上
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

土
壌
が
や
や
湿
っ
た
状
態
の
時
に

処
理
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

雑
草
発
生
前
に
処
理
し
、
処
理
後

は
耕
起
し
な
い
こ
と
も
重
要
で
あ

る
。
も
し
、
処
理
前
に
雑
草
の
発

生
が
あ
れ
ば
、「
接
触
型
茎
葉
処
理

剤
」と
併
用
す
る
と
良
い
。

登
録
内
容
の
遵
守

実
際
の
使
用
に
あ
た
っ
て
は
最

新
の
農
薬
登
録
情
報
を
確
認
し
、

適
切
に
使
用
す
る
。

で
効
果
的
な
防
除
が
可
能
で
あ
る
。

・
ス
タ
メ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
は
初
期

剤
で
あ
る
た
め
、
雑
草
イ
ネ
に
対

す
る
３
回
処
理
の
防
除
体
系
に
お

い
て
、
１
回
目
で
の
使
用
を
基
本

と
す
る
。

・
ス
タ
メ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
は
既
に

発
生
し
て
い
る
ホ
タ
ル
イ
や
後
発

の
ホ
タ
ル
イ
に
対
し
て
は
効
果
が

劣
る
た
め
、
体
系
防
除
の
２
回
目

に
処
理
す
る
除
草
剤
は
ホ
タ
ル
イ

に
も
効
果
が
あ
る
も
の
を
選
択
す

る
。

・
ラ
オ
ウ
１
キ
ロ
粒
剤
は
初
中
期

剤
で
あ
る
た
め
、
体
系
防
除
の
２

回
目
も
し
く
は
３
回
目
で
の
使
用

を
基
本
と
す
る
。
ま
た
、
初
期
の

防
除
効
果
が
体
系
防
除
全
体
に
大

き
く
影
響
す
る
た
め
、
丁
寧
な
代

掻
き
と
併
せ
て
、
体
系
の
他
剤
と

本
剤
と
の
防
除
間
隔
は
７
～
10
日

間
と
す
る
。

・
ラ
オ
ウ
１
キ
ロ
粒
剤
は
水
産
動

植
物（
藻
類
）に
影
響
を
及
ぼ
す
の

で
、
河
川
、
養
殖
池
等
に
飛
散
、
流

入
し
な
い
よ
う
注
意
し
て
使
用
す

る
。
ま
た
、
散
布
器
具
お
よ
び
容

普及技術の検索はこちらから
「長野県農業関係試験場」　＞　「研究情報」　＞　「研究成果」
URL：https://www.agries-nagano.jp/research_result

ここを
クリック

［
水
田
］
長
野
農
業
農
村
支
援
セ
ン
タ
ー
　
奥
出
聡
美

［
普
通
作
物
］（
前
・
農
業
技
術
課
副
主
任
専
門
技
術
員
）

［
果
樹
］

農
業
技
術
課
　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
主
任
専
門
技
術
員
　
半
田
智
子

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
研
究
情
報
と

い
う
項
目
か
ら
、
品
目
ジ
ャ
ン
ル

別
、
も
し
く
は
技
術
種
類
別
に
研

究
成
果
を
検
索
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
キ
ー
ワ
ー
ド
に
よ
る
検
索
も

可
能
で
あ
る
。
除
草
効
果
の
根
拠

と
な
っ
た
試
験
の
成
績
に
つ
い
て

詳
細
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、

ぜ
ひ
参
照
さ
れ
た
い
。

ししぶぶとといいハハダダニニははササララババででごござざるる！！

虫虫ににもも病病気気ににもも効効くく新新タタイイププのの殺殺虫虫剤剤！！

カカイイガガララムムシシ類類・・チチョョウウ目目害害虫虫防防除除にに！！

フフロロアアブブルル

パパワワフフルルフフルルーーツツ殺殺菌菌剤剤！！

新新規規系系統統ののううどどんんここ病病防防除除剤剤
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令
和
８
年
度
長
野
県
農
作
物
病

害
虫
・
雑
草
防
除
基
準
の
水
稲
・

普
通
作
物
に
関
す
る
主
な
改
正
点

を
解
説
す
る
。

は
じ
め
に
掲
載
品
目
の
項
目
分

類
で
は
、
こ
れ
ま
で
普
通
作
物
と

し
て
掲
載
し
て
い
た
品
目
を
穀
類

（
水
稲
・
麦
類
・
そ
ば
）
と
そ
の
他

普
通
作
物
（
だ
い
ず
、
い
ん
げ
ん
ま

め
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
）
に
分
け

た
。
さ
ら
に
、
だ
い
ず
、
い
ん
げ
ん

ま
め
に
は
野
菜
類
で
あ
る
こ
と
を

明
記
し
て
、
農
薬
登
録
上
の
適
用

農
作
物
名
に
係
る
大
作
物
群
と
の

整
合
性
に
配
慮
し
た
。

１
．
病
害
虫
防
除

⑴
水
稲

①
追
加
し
た
農
薬

普
及
に
移
す
農
業
技
術
に
採
用

さ
れ
た
以
下
の
剤
を
推
奨
農
薬
と

し
て
追
加
し
た
。

・
コ
ラ
ト
ッ
プ
豆
つ
ぶ

・
イ
ン
ビ
ル
フ
ル
キ
サ
ム
含
有

箱
粒
剤
（
２
％
）（
モ
ン
ガ
レ
ス

等
）

・
ス
タ
ー
ク
ル
液
剤
10

・
ダ
ブ
ル
カ
ッ
ト
ト
レ
ボ
ン
フ
ロ

○
防
除
と
発
生
予
察

病
害
の
薬
剤
防
除
の
基
本
は
、

病
害
が
感
染
す
る
前
～
発
生
の
ご

く
初
期
に
薬
剤
散
布
を
行
う
こ
と

で
あ
り
、
病
害
の
初
発
時
期
や
発

生
量
の
推
移
を
把
握
す
る
こ
と
は

非
常
に
重
要
で
あ
る
。
病
害
の
発

生
状
況
は
そ
れ
ぞ
れ
の
園
地
を
調

査
す
る
こ
と
が
基
本
で
あ
る
が
、

各
県
の
病
害
虫
防
除
所
（
長
野
県

で
は
農
業
試
験
場
病
害
虫
防
除

部
）
が
発
出
す
る
病
害
虫
発
生
予

察
情
報
も
参
考
に
な
る
。
予
察
情

報
は
、
地
域
的
な
病
害
虫
の
発
生

ア
ブ
ル

・
ミ
ネ
ク
ト
ブ
ラ
ス
タ
ー
顆
粒
水

和
剤

②
追
加
し
た
防
除
技
術

【
苗
箱
施
薬
、播
種
前
～
移
植
時
】

・
イ
ネ
い
も
ち
病（
葉
い
も
ち
）防

除
に
ミ
ネ
ク
ト
ブ
ラ
ス
タ
ー
顆
粒

水
和
剤
を
移
植
２
～
４
日
前
、
育

苗
箱
当
り
２
０
０
倍
液
を
０
・
５

Ｌ
潅
注
処
理
す
る
。
移
植
当
日
処

理
は
移
植
２
～
４
日
前
処
理
と
比

較
し
て
効
果
が
や
や
劣
る
場
合
が

あ
る
の
で
注
意
す
る
。

ま
た
、
高
密
度
播
種
育
苗
の
場

合
、移
植
苗
箱
数
に
応
じ
、使
用
量

が
10
ａ
当
り
50
ｇ
と
な
る
よ
う

１
０
０
～
２
０
０
倍
の
範
囲
で
調

整
し
て
使
用
す
る
。

・
イ
ネ
も
み
枯
細
菌
病
防
除
に
イ

ネ
い
も
ち
病（
葉
い
も
ち
）に
採
用

さ
れ
て
い
る
ブ
ー
ン
箱
粒
剤
の
移

植
当
日
処
理
を
追
加
し
た
。

・
イ
ネ
紋
枯
病
防
除
に
イ
ン
ビ
ル

フ
ル
キ
サ
ム
含
有
箱
粒
剤（
２
％
）

（
モ
ン
ガ
レ
ス
等
）の
移
植
当
日
処

理
を
追
加
し
た
。

【
本
田
】

・
イ
ネ
い
も
ち
病
防
除（
穂
い
も

ち
）
に
コ
ラ
ト
ッ
プ
豆
つ
ぶ
の
穂

ば
ら
み
期
防
除
を
追
加
す
る
の
に

あ
た
り
、地
上
防
除
で
は
穂
、節
い

も
ち
に
対
し
て
出
穂
前
15
日
頃
の

散
布
の
項
に
、
無
人
航
空
機
に
よ

る
空
中
散
布
で
は
葉
い
も
ち
初
発

７
～
10
日
前
、
ま
た
は
穂
い
も
ち

出
穂
３
～
４
週
間
前
の
散
布
の
項

に
記
載
し
た
。
本
剤
は
拡
散
性
を

高
め
た
製
剤
で
あ
る
た
め
、
ド
ロ

ー
ン（
Ｔ
10
）で
散
布
し
た
場
合
の

飛
行
間
隔
の
目
安
は
約
10
ｍ
で
あ

る
。

・
も
み
枯
細
菌
病（
穂
枯
症
）防
除

に
ダ
ブ
ル
カ
ッ
ト
ト
レ
ボ
ン
フ
ロ

ア
ブ
ル
、
ブ
ラ
シ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル

の
い
ず
れ
か
を
穂
ば
ら
み
期
及
び

穂
揃
期
に
散
布
す
る
。
前
者
の
有

効
成
分
で
あ
る
カ
ス
ガ
マ
イ
シ
ン

剤
は
薬
剤
耐
性
菌
が
出
現
し
や
す

い
た
め
、
年
１
回
ま
で
の
使
用
と

な
る
よ
う
注
意
す
る
。

・
斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類
防
除
の
出

穂
10
日
後
散
布
の
項
に
、
地
上
防

除
で
は
ス
タ
ー
ク
ル
液
剤
10
の

１
０
０
０
倍
液
、
無
人
航
空
機
に

よ
る
空
中
散
布
で
は
８
倍
液
を
そ

れ
ぞ
れ
追
加
し
た
。

⑵
大
豆

①
追
加
し
た
農
薬

推
奨
農
薬
と
し
て
以
下
の
剤
を

追
加
し
た
。

・
ニ
マ
イ
バ
ー
水
和
剤

・
ブ
ラ
ン
ダ
ム
乳
剤
25

②
追
加
し
た
防
除
技
術

ダ
イ
ズ
紫
斑
病
防
除
に
ニ
マ
イ

バ
ー
水
和
剤
１
０
０
０
倍
、
ブ
ラ

ン
ダ
ム
乳
剤
25
の
３
０
０
０
倍
を

開
花
終
期
、
粒
肥
大
初
期
の
項
に

追
加
し
た
。
注
意
事
項
と
し
て
、

県
内
で
ア
ゾ
キ
シ
ス
ト
ロ
ビ
ン
耐

性
ダ
イ
ズ
紫
斑
病
が
確
認
さ
れ
て

い
る
た
め
、
ア
ミ
ス
タ
ー
20
の
効

果
の
低
下
が
み
ら
れ
る
場
合
は
Ｑ

ｏ
Ｉ
剤
以
外
の
系
統
の
薬
剤
を
散

布
す
る
と
し
、
２
剤
は
こ
れ
に
該

当
す
る
。

２
．
雑
草
防
除

⑴
水
稲

①
追
加
・
削
除
等
を
し
た
農
薬

○
推
奨
農
薬
と
し
て
以
下
の
農
薬

を
追
加
し
た
。

・
ス
タ
メ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル

・
ラ
オ
ウ
１
キ
ロ
粒
剤

○
登
録
の
失
効
、
生
産
中
止
等
の

た
め
以
下
の
農
薬
を
削
除
し
た
。

・
グ
ラ
ス
ジ
ン
Ｍ
ナ
ト
リ
ウ
ム
粒

剤
・
ラ
イ
ジ
ン
パ
ワ
ー
フ
ロ
ア
ブ
ル

・
ワ
ン
オ
ー
ル
Ｓ
１
キ
ロ
粒
剤

・
農
将
軍
フ
ロ
ア
ブ
ル

・
粒
状
水
中
Ｍ
Ｃ
Ｐ

・
グ
ラ
ス
シ
ョ
ー
ト
液
剤

○
そ
の
他
流
通
量
の
減
少
等
か
ら

以
下
の
農
薬
を
削
除
し
た
。

・
エ
ー
ワ
ン
１
キ
ロ
粒
剤

・
キ
ク
ン
ジ
ャ
ー
Ｚ
ジ
ャ
ン
ボ

で
い
る
。

検
討
中
の
モ
デ
ル
は
２
０
２
３

年
に
猫
塚
ら
が
開
発
し
た
リ
ン
ゴ

褐
斑
病
の
感
染
予
測
モ
デ
ル
で
、

本
モ
デ
ル
は
、
次
に
示
す
プ
ロ
セ

ス
で
本
病
の
初
発
時
期
を
予
測
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
①
１
９
９
８

～
２
０
２
０
年（
主
に
２
０
０
０

年
代
）
に
７
県（
青
森
、
岩
手
、
秋

田
、
宮
城
、
山
形
、
福
島
、
長
野
）
で

行
わ
れ
た
子
の
う
胞
子
の
飛
散
消

長
調
査
18
事
例
を
統
合
し
て
統
計

的
に
解
析
し
た
結
果
か
ら
、
開
花

始
期
以
降
の
降
雨
日
で
所
定
の
条

件
を
満
た
す
降
雨
日（
濡
れ
時
間

中
の
平
均
気
温
13
・
８
℃
以
上
か

つ
濡
れ
持
続
時
間
６
時
間
以
上
）

を
算
出
す
る
こ
と
で
一
次
感
染
開

始
時
期
が
推
定
さ
れ
る
。
②
推
定

や
樹
勢
の
低
下
だ
け
で
な
く
、
多

発
園
で
は
果
実
へ
の
感
染
、
発
病

に
よ
る
直
接
的
な
品
質
低
下
も
引

き
起
こ
す
。
近
年
の
多
発
の
要
因

と
し
て
温
暖
化
に
よ
る
褐
斑
病
の

発
生
生
態
と
防
除
時
期
の
変
化
が

考
え
ら
れ
て
お
り
、
本
病
の
発
生

時
期
を
的
確
に
捉
え
る
こ
と
が
重

要
と
な
っ
て
い
る（
近
年
の
褐
斑

病
の
発
生
生
態
と
防
除
時
期
に
つ

い
て
は
令
和
６
年
度
普
及
に
移
す

農
業
技
術
と
し
て
長
野
県
農
業
関

係
試
験
場
Ｈ
Ｐ
で
公
開
さ
れ
て
い

る
。）。
そ
こ
で
現
在
、
果
樹
試
験

場
で
は
、農
研
機
構
や
青
森
県
、岩

手
県
な
ど
の
り
ん
ご
主
産
県
と
協

力
し
て
褐
斑
病
の
初
発
時
期
を
気

象
デ
ー
タ
か
ら
予
測
可
能
な
発
生

予
察
モ
デ
ル
の
開
発
に
取
り
組
ん

・
ク
ミ
ス
タ
ー
１
キ
ロ
粒
剤
51

・
ト
ッ
プ
ガ
ン
Ｌ
フ
ロ
ア
ブ
ル

・
ボ
デ
ー
ガ
ー
ド
１
キ
ロ
粒
剤

・
モ
ー
レ
ツ
１
キ
ロ
粒
剤

・
半
蔵
１
キ
ロ
粒
剤

○
使
用
基
準
の
変
更

・
ヒ
エ
ク
リ
ー
ン
バ
サ
グ
ラ
ン

は
、
収
穫
60
日
前
ま
で
の
使
用
を

収
穫
45
日
前
ま
で
に
変
更
し
た
。

②
追
加
し
た
防
除
技
術

・
雑
草
イ
ネ
発
生
田
の
体
系
防
除

剤
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
初
期
除
草

剤
の
ス
タ
メ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
、
初

中
期
除
草
剤
の
ラ
オ
ウ
１
キ
ロ
粒

剤
を
追
加
し
た
。

ス
タ
メ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
は
雑
草

イ
ネ
防
除
に
お
い
て
、
除
草
剤
３

回
処
理
体
系
の
１
回
目
で
使
用

し
、
雑
草
イ
ネ
発
生
前
に
処
理
す

る
。
ホ
タ
ル
イ
に
有
効
で
あ
る
が

既
発
生
や
後
発
の
ホ
タ
ル
イ
に
は

効
果
が
劣
る
た
め
、
２
回
目
に
処

理
す
る
除
草
剤
は
ホ
タ
ル
イ
に
効

果
が
あ
る
も
の
を
選
択
す
る
。
ラ

オ
ウ
１
キ
ロ
粒
剤
は
、初
期
剤
、中

期
剤
と
組
み
合
わ
せ
て
２
回
目
に

散
布
し
、
雑
草
イ
ネ
発
生
前
～
発

生
始（
鞘
葉
抽
出
期
）に
処
理
す
る
。

⑵
未
成
熟
と
う
も
ろ
こ
し（
ス
イ

ー
ト
コ
ー
ン
）

登
録
失
効
、
使
用
制
限
情
報
等

に
よ
り
、エ
コ
ト
ッ
プ
乳
剤
、ロ
ロ

ッ
ク
ス
を
削
除
し
た
。
ま
た
、
ゴ

ー
ゴ
ー
サ
ン
細
粒
剤
Ｆ
は
ス
イ
ー

さ
れ
た
一
次
感
染
日
を
起
点
と
し

て
、
感
染
か
ら
発
病
ま
で
に
要
す

る
有
効
積
算
温
度（
１
５
９
日
度
、

T0

：

４
・
６
日
度
）を
積
み
上
げ
る

こ
と
で
初
発
日
が
推
定
で
き
る
。

本
モ
デ
ル
は
２
０
２
０
年
代
の

デ
ー
タ
を
も
と
に
構
築
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
近
年
の
温
暖
化
に
よ

っ
て
生
育
が
早
ま
っ
て
い
る
状
況

下
で
も
適
合
性
が
担
保
で
き
て
い

る
か
に
つ
い
て
は
検
討
中
で
あ
る
。

ト
コ
ー
ン
で
試
験
事
例
が
な
い
た

め
、
ゲ
ザ
ノ
ン
ゴ
ー
ル
ド
の
播
種

後
発
芽
前
処
理
に
つ
い
て
も
試
験

を
し
て
い
な
い
た
め
削
除
し
た
。

⑶
そ
ば

条
播
栽
培
に
お
い
て
、
ロ
ロ
ッ

ク
ス
の
は
種
後
出
芽
前（
雑
草
発

生
前
）全
面
土
壌
散
布
を
、主
な
畑

地
一
年
生
雑
草
を
対
象
に
追
加
し

た
。追

加
し
た
除
草
剤
は
そ
れ
ぞ
れ

の
除
草
体
系
、
除
草
剤
の
使
用
方

法
に
記
載
し
た
。

な
お
、
今
回
は
農
薬
個
々
の
登

録
内
容
に
つ
い
て
は
掲
載
を
割
愛

し
た
。
農
薬
の
使
用
に
あ
た
っ
て

は
、
最
新
の
登
録
内
容
を
よ
く
確

認
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、

防
除
基
準
に
つ
い
て
は
、
農
業
試

験
場
病
害
虫
防
除
部
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
の

で
、ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
。

農
業
試
験
場
病
害
虫
防
除
部
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

農
薬
関
係
情
報

農
業
試
験
場
病
害
虫
防
除
部
　
担
当
係
長
　
藤
沢
　
喜
一

主
　
　
査
　
小
口
さ
な
る

病
害
虫
・
雑
草
防
除
基
準
の
解
説

病
害
虫
・
雑
草
防
除
基
準
の
解
説

水
稲
・
普
通
作
物

水
稲
・
普
通
作
物

リ
ン
ゴ
褐
斑
病
の

　
　
　
簡
便
な
発
生
予
察
法
の
開
発

果
樹
試
験
場
　
技
師
　
岩
岡
広
樹

状
況
な
ど
が
分
か
る
た
め
、
自
身

の
園
地
の
調
査
で
は
把
握
が
難

し
い
、
よ
り
広
域
的
な
病
害
虫
の

動
向
の
情
報
源
と
し
て
活
用
で
き

る
。
現
在
、予
察
情
報
は
、防
除
所

職
員
が
各
地
域
の
園
地
を
巡
回

し
、
病
害
虫
の
発
生
状
況
を
調
査

し
た
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
作
成
さ

れ
て
い
る
。
調
査
は
病
害
虫
の
発

生
前
か
ら
定
期
的
に
園
地
を
巡
回

し
て
行
う
必
要
が
あ
り
、
非
常
に

労
力
が
か
か
る
。
そ
こ
で
簡
便
な

方
法
と
し
て
、
気
象
条
件
か
ら
病

害
発
生
の
時
期
を
予
測
す
る
モ
デ

ル
が
い
く
つ
か
の
病
害
で
開
発
さ

れ
て
い
る
。
我
が
国
で
は
イ
ネ
い

も
ち
病
のB

L
A

S
T

A
M

や
ナ
シ

黒
星
病
の
ナ
シ
ナ
ビ
な
ど
が
開
発

さ
れ
て
お
り
、
複
数
の
県
に
お
い

て
活
用
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
感

染
予
測
モ
デ
ル
は
実
際
の
気
象
条

件
を
も
と
に
感
染
が
起
こ
っ
た
で

あ
ろ
う
日
を
推
定
し
、
そ
こ
か
ら

実
際
の
発
病
す
る
日
を
予
測
す
る

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
た
め
、
感
染
す

る
日
が
事
前
に
分
か
る
わ
け
で
は

な
い
。

○
リ
ン
ゴ
褐
斑
病
の
簡
便
な
発
生

予
察
法
の
開
発

近
年
、
り
ん
ご
で
は
褐
斑
病
の

多
発
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
本
病
は
感
染
し
た
葉
の
早
期

落
葉
に
よ
る
果
実
品
質
の
低
下

お
詫
び

県
職
員
の
新
役
職（
４
月
１
日

付
）に
つ
い
て
は
、聞
き
取
り
調
査

を
し
ま
し
た
が
、
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
ら
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

（
信
州
の
農
業
事
務
局
）
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主
成
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が
食
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添
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で
、

収
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前
日
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で

何
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で
も
使
え
ま
す
。

主
成
分
が
食
品
添
加
物
で
、

収
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前
日
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で

何
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で
も
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ま
す
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